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明

治

天

皇

御

製

国
民
も
つ
ね
に
心
を
あ
ら
は
な
む
み
も
す
そ
川
の
清
き
流
に
。

崩
葉
に
か
く
る
鏡
を
か
が
み
に
て
人
も
心
を
み
が
け
と
ぞ
思
ふ
。

ち
は
や
ぶ
る
神
の
ま
も
り
に
よ
り
て
こ
そ
わ
が
葦
原
の
国
は
や
す
け
れ
。

と
こ
し

へ
に
国
ま
も
り
ま
す
天
地
の
神
の
祭
を
お
ろ
そ
か
に
す
な
。

わ
が
国
は
神
の
す
ゑ
な
り
神
察
る
昔
の
手
ぶ
り
忘
る
な
よ
ゆ
め
。

お
ご
そ
か
に
保
た
ざ
ら
め
や
神
代
よ
り
う
け
つ
ぎ
来
る
う
ら
や
す
の
国
。

め
に
み
え
ぬ
神
の
心
に
通
ふ
こ
そ
ひ
と
の
心
の
ま
こ
と
な
り
け
れ
。

あ
さ
み
ど
り
澄
み
わ
た
り
た
る
大
空
の
広
き
を
お
の
が
心
と
も
が
な
。

さ
し
の
ば
る
朝
日
の
ご
と
く
さ
わ
や
か
に
も
た
ま
ほ
し
き
は
心
な
り
け
り
。

為
空
に
そ
ょ
君
ｒ
丹
ゆ
る
ご
ポ
ね
に
も
部
れ
ば
の
ぼ
る
選
は
あ
り
け
り
。　
・　
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ャ

、
神
の
恵
み
と
祖
先
の
恩
と
に
感
謝
し
、

明
き
清
き
ま
こ
と
を
以
っ
て
祭
記
に
い
そ
し
む
こ
と

、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
奉
仕
し
、

神
の
み
こ
と
も
ち
と
し
て
世
を
つ
く
り
固
め
成
す
こ
と

、
大
御
心
を
い
た
だ
き
て
む
つ
ぴ
和
ら
ぎ
、

国
の
隆
昌
と
世
界
の
共
存
共
栄
と
を
祈
る
こ
と

楔

祓

行

事

次

第

当
日
早
旦
楔
祓
場
を
弁
備
す

其
の
儀
、

潔
祓
場
の
四
方
に
斎
竹
を
立
て
、

注
連
縄
を
振
り
渡
す
。

時
刻
道
彦
及
び
受
講
者
参
進
　
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り

其
の
儀
　
受
講
者
代
表
神
経
を
捧
持
し
、

道
彦
の
先
導
に
依
り
進
む
。

次
に
道
彦
及
び
受
講
者
楔
祓
場
に
若
く

次
に
脱
衣

次
に
受
講
者
各
其
の
位
置
に
整
列
す

次
に
受
講
者
代
表
神
篠
を
潔
祓
場
中
央
奥
に
建
つ

次
に
祓
詞
を
斉
唱
す

其
の
構
、

神
篠
に
向
ひ
、

道
彦
の
先
導
に
依
り
二
拝
二
相
手
合
掌
、

次
祓
詞
を
斉
唱
し
、

畢
り
て
二
相
手
工
拝
す
。

次
に
鳥
船
行
事

其
の
儀
、

第

一
段
は
、

先
す
左
足
を
斜
左
前
に
踏
み
出
し
、

両
手
を
突
出
し
て
握
り
、

上
体
を
前
に
倒
し
て
か
ら

両
手
を
引
き
寄
せ
、

次
に
前
下
方
へ
突
出
す
。

両
手
を
引
寄
す
る
時
に
「イ
ー
エ
ツ
」
前
下
方
へ
突
出
す
時
に

「
エ

ー
イ
ッ
」
と
唱
へ
、

之
を
繰
返
す
。

次
に
道
彦
の
合
図
に
依
り
元
の
姿
勢
に
復
し
「祓
戸
大
神
」
と
連
唱
し
つ
つ
、

振
魂
を
行
ふ
。

第
二
段
は
、

右
足
を
斜
右
前
に
踏
み
出
し
、

両
手
を
胸
の
辺
に
引
寄
す
る
時
「
エ
ー
イ
ツ
」
両
手
を

前
下
方
に
突
出
す
時
「
ホ
」
と
唱
へ
る
外
は
第

一
段
に
同
じ
。

第
二
段
は
、

左
足
を
左
斜
前
に
踏
み
出
し
両
手
を

引
笥
ず
る
崎
口
両
翠
を
握
り
、

両
手
を
開
い
て
突
出
す
、

掛
声
を
「
エ
ー
イ
ツ
．

サ
。」
と
唱
へ
る
外
は
第

一
段
に

同
じ
。

次
に
雄
健
行
事
　
ス

に
す
が

其
の
儀
、

足
を
開
き
両
手
を
腰
に
当
て
、

道
彦
の
発
声
に
従
ふ
。
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其
の
儀
、

左
手
は
腰
に
当
て
た
ま
ま
、

第

一
、

第
四

第
五
指
を
折
り
、

第
二
、

第
二
指
を
立
て
て
、

眉
間
の
辺
に
檎

へ
、

左
足
を
踏
み
出
し
、
「国
常
立
命
」
と
唱
ふ
、
「イ
ー
エ
ッ
」
の
気
合
と
共
に
右
手
は
空
間
を
斜
左
方
に
切
り
下
ろ
し
、

右
足
を
左
足
に
そ
ろ
え
る
、
「
エ
ー
イ
ッ
」
の
気
合
と
共
に
右
手
を
元
に
戻
し
、

右
足
も
元
に
も
ど
す
。

一一一度
反
復

次
に
気
吹
行
事

り
ふ

守

其
の
儀
、

両
手
を
広
げ
て
差
上
げ
る
と
同
時
に
大
気
を
静
か
に
腹
中
に
収
め
て
両
手
を
頭
上
に
組
み
、

次
い
で

徐
々
に
下
げ
な
が
ら
腹
に
納
め
た
状
態
に
し
、

上
体
を
屈
す
る
に
従
ひ
、

静
か
に
息
を
吐
く
。

三
度
反
復



次
に
見
綜
行
事

其
の
儀
、

「
エ
ー
イ
ッ
」
の
気
合
と
共
に
水
に
入
る
。

次
い
で
振
魂
を
し
つ
つ

「祓
戸
大
神
」
を
連
唱
す
。

次
い
で

道
彦
の
合
図
で
合
掌
し
て
大
祓
詞
を
連
唱
す
。

次
に
鳥
船
行
事

其
の
儀
、

前
に
同
じ
。

次
に
雄
健
行
事

其
の
儀
、

前
に
同
じ
。

次
に
雄
話
行
事

其
の
儀
、

前
に
同
じ
。

次
に
気
吹
行
事

其
の
儀
、

前
に
同
じ
。

次
に
道
彦
及
び
受
講
者
神
能
に
向
ひ
二
拝
二
拍
手

一
拝
す

次
に
道
彦
及
び
受
講
者

一
拍
手
を
し
、

お
互
に

「お
め
で
と
う
」
と
祝
福
す

次
に
各
退
下

其
の
儀
、

受
講
者
代
表
神
離
を
捧
持
し
道
彦
の
先
導
で
退
く
。

附
　
　
記

一
、

服
装
は
自
衣
、

自
袴
、

自
鉢
巻
　
白
緒
草
履
と
す
。

二
、

脱
衣
の
ま
ま
参
進
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

三
　
身
離
の
際
、

男
子
は
自
鉢
巻
、

自
標
、

女
子
は
自
鉢
巻
、

白
半
長
稀
袢
、

自
帯
　
白
下
ば
き
等
着
用
す
る
。

四
、

鳥
船
行
事
の
間
、

適
宜
鳥
船
行
事
の
和
歌
を
唱
ふ
。

鳥

船

行

事

の

和

歌

朝
夕
に
神
の
御
前
に
み
そ
ぎ
し
て
、

す
め
ら
が
御
代
に
仕
へ
ま
つ
ら
む
。

　
　

イ
ー
エ
ツ
．

エ
ー
イ
ッ
。

遠
つ
神
固
め
修
め
し
大
八
州
、

天
地
共
に
と
は
に
栄
え
む
。

　

　

エ
ー
イ
ツ
。

ホ
。

天
神
地
祗
等
み
そ
な
は
せ
、

思
ひ
猛
び
て
我
が
な
す
業
を
。　

　
　
エ
ー
イ
ッ
。

サ
。

鎮
魂

（布
瑠
部
神
業
）
行
事
次
第

時
刻
道
彦
及
び
受
講
者
所
定
の
座
に
着
く
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り

次
に
振
魂
を
行
ふ

（無
言
）

共
の
儀
、

両
手
を
暦
下
前
方
に
右
手
を
上
に
し
て
掌
を
軽
く
組
み
合
は
せ
連
続
し
て
上
下
に
振
り
動
す
。

次
に
祓
主
祓
詞
を
自
す
　
此
の
間
諸
員
平
伏

次
に
所
役
大
麻
を
執
り
て
祓
ふ
　
此
の
間
諸
員
平
伏

次
に
大
祓
詞
、

十
種
祓
詞
、

ひ
ふ
み
の
祓
詞

（数
度
反
復
）
十
種
神
宝
大
御
名

（数
度
反
復
）
斉
唱
す
。

其
の
儀
、

道
彦
の
先
導
に
依
り
二
拝
二
拍
手
、

次
大
祓
詞
以
下
斉
唱
し
、

畢
り
て
二
拍
手
二
拝
す
。

次
に
鎮
魂
布
瑠
部
神
業

次
に
神
拝
詞
、

称
言
、

斎
唱
す

其
の
儀
、

道
彦
の
先
導
に
依
り
二
拝
二
拍
手
、

次
斉
唱
し
、

畢
り
て
二
拍
手
二
拝
す
。

次
に
明
治
天
皇
御
製
を
斉
唱
す

其
の
儀
、

道
彦
の
先
導
に
依
り
斉
唱
す
。

次
に
各
退
下

食

前

感

謝

静
　
座
。　

　
一拝
一拍
手

た
な

つ
も
の
百
の
木
草
も
あ
ま
て
ら
す
日
の
大
神

の
め
ぐ
み
え
て
こ
そ
。

　

　

高
奎
官
ま

十
フ
。

食

後

感

謝

端
　
座
。　

　
一拝
一拍
手

朝
よ
ひ
に
物
く
と
こ
に
豊
廓
の
純
の
め
ぐ
み
を
駐
へ
世≡
の
梓
　
　
御
馳
走
さ
ま
。

楔
並
び
に
鎖
魂

（揃
理

細
）
行
事
次
第
の
栞


